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実践報告 
 

ヘルスプロモーション ～食育を通して育むもの～ 
 

永野 和美 
NAGANO Kazumi 

 
 今年度は新型コロナウイルス感染防止のため，これまでとは異なる給食時間の喫食風景があり，他者と

楽しみながら食べる会食はできなかった．その反面，食と向き合い集中して食べる姿があった．そのよう

な中，食育リーダーがリーダー学習の工夫を凝らし，楽しみながら学べる時間を創り出している．また， 

生徒の献立に対する思いを把握するためアンケートを実施した．献立のねらいや食と健康の関わりについ

て理解している結果となったが，内容についてはさらなる工夫も必要であることが分かった．魚料理を積

極的に献立に取り入れ，日本の食文化として意識づけた．さらに，１年生を対象に食生活調査を行った結

果，保護者の食に対する意識や態度が子どもの食習慣に影響を及ぼしていることが示唆された．今後は家

庭との連携を強め望ましい食習慣の形成を目指したい． 

キーワード： 給食時間，食文化，リーダー学習，家庭との連携 

 

 

I はじめに 

 

第３次食育推進基本計画（内閣府，2016）では

若者を対象とした食育を重点課題に挙げている．

小・中学校の朝食の欠食率は年齢とともに上がり，

栄養バランスは悪くなることが明らかになってい

る(文部科学省，2012)．さらに，国民健康・栄養

調査の結果（厚生労働省，2009）より，20 歳代の

朝食欠食率は他の世代の中で一番高い．20 歳代の

朝食欠食が始まった時期は，中学，高校からが男

子で 26.3%，女子で 18.9％となっている．このよ

うに若者の食の課題が明らかになっている．中

学・高校生は保護者に食を整えてもらう他律的な

食生活を送っているが，いずれは自立し望ましい

食生活を送る必要がある． 

本校では食の重要性を理解し，適切な食を選択

し，健全な食生活を実践するために食に関する指

導を行っている．今年度は新型コロナウイルス感

染拡大防止のために昨年度までとは違う食に関す

る指導の取組となった．試行錯誤しながら取り組

んだ１年間を報告する． 

 

II 給食時間 
平成 28 年(2016)度よりカリキュラムの中に給食

時間を組み込み，ESD や道徳と関わりを持たせな

がら，食育（本校では給食時間のことを食育と称

している）として 1年生と 2年生を対象に 4校時

に実施している． 1 年生は週に 3 回，2 年生は週

に 2回実施している．なお，3年～6年は給食を実

施していない． 

今年度は 7 月 6 日に給食が開始してから，新型

コロナウイルス感染拡大防止のため，昨年度まで

とは違う実施形態となった．通常はクラスごとに

喫食をするが，密集・密接を避けるため，１クラ

ス当たりの人数を減らし３クラスを４クラスに分

散させた（この分散給食は９月末迄）．さらに教

室の密集を避けるため給食当番の配膳は廊下で行

っている．当番は極力話をしないで必要最小限の

会話のみをするようにしている．机は前向き，会

食中は無言，食べる時のみマスクを外している．

配膳中の待ち時間は本を読んで静かに待っている．

これまでのようにグループで会話をしながらの会

食時間は無くなった．その反面，食と向き合いこ

れまで以上に食べることに集中して食べている姿
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があった．先行研究（Kawasaki，2020）などでは

目の前の料理と向き合い，五感を使って食べるこ

と，食材や食に携わる人々へ感謝の気持ちを持っ

て食べることが野菜や果物の摂取量を増やしたり，

健康観に影響を与えたりすることが明らかになっ

ている．食と向き合い，食材や作った人に思いを

馳せることや味わって食べることの良さを伝えて

いきたい． 

 献立は毎月栄養教諭が作成している．給食の献

立は栄養バランスのとれた一食（文部科学省，2012）

であるという認識を持たせ，料理の組み合わせと

適切な量に着目させている．家庭科や保健体育科

（保健領域）で学習した内容と関連付けて，栄養バ

ランスのとれた食事は主食，主菜，副菜を揃えた

一食であること，また，一食を残さないで食べる

ことが心身の健康増進につながることを給食を食

べて確認・実感できるようにしている． 

 

１）献立のねらい 

 給食を食べる目的を明確にし，料理，食文化，

健康に良い食べ方などを理解させるために毎日の

献立にねらいを持たせている．このねらいは生徒，

教職員と共有するために，献立表に記載している．

それとともに教科リーダーである食育リーダーが

問題を考え，同級生に提示し，答えを考えさせて

いる（これを本校ではⅬ学と呼んでいる）．この

生徒が作る学習時間から食育リーダーやリーダー

以外の生徒も様々なことを学んでいる 

２）通常と異なる献立 

 ７月６日に給食が再開してからの２週間の献立

は従来の献立よりの料理数を少なくし，家庭でも

食べ慣れている料理とした．これは配膳時に感染

リスクが高まる懸念があり（文部科学省，2020）

配膳時間を短縮するためと，１年生の入学後の緊

張や本校で初めて経験する給食への不安を和らげ

るためである．また，２回目の緊急事態宣言が兵

庫県に発出された１月 14 日以降は授業時間が 40

分となり，通常より 10 分短くなった．給食時間も

40 分となったため，再び料理数を少なくして配膳

や食べることに時間がかからないように献立を作

成している（本文を執筆している２月 15 日現在も

緊急事態宣言は継続され，40 分授業も継続してい

る）． 

３）兵庫県の食材 

 これまでにも兵庫県の食材を積極的に献立に取

り入れてきた．米，野菜（玉ねぎ，チンゲン菜，

ほうれん草など），黒大豆（黒豆），魚介類（タ

コ，しらす干し，ハタハタなど）の兵庫県の食材

を取り入れている．今後も引き続き活用し地場産

物の理解とそのおいしさを伝えたい． 

 今年度はさらに，第一次補正予算「国産農林水

産物等販売促進緊急対策事業」による，新型コロ

ナウイルスの影響を受けた事業者の食材を無償で

献立に取り入れさせていただくこととなった．こ

のことは職員会議で職員へ，献立表で生徒と保護

者へ情報共有している．以下が兵庫県産和牛を取

り入れた日の献立表記載内容である． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

以下，牛丼を食べた生徒３名の感想を紹介する． 

 

 

 

 

  

献立：牛丼，大豆とちりめんの揚げ煮，キャ

ベツの梅肉和え，牛乳 

【献立のねらい：地産地消を理解して食べよう

（和牛）】 

新型コロナウイルスの影響で消費が落ち込

んだ兵庫県産の牛肉を給食に取り入れること

で需要回復を図ること及び兵庫県産の牛肉の

おいしさや魅力を知ることを目的としていま

す．兵庫県へ事前に使用日や使用量を申請し，

兵庫県農政環境部など多くの方々の御協力・

ご厚意を得て無償で提供していただきます． 

兵庫県の但馬地方は昔から良質な牛の繁

殖，飼育が盛んです．和牛の特徴は赤身に適

度な脂が入っており，柔らかい肉質と少しの

甘味があります．牛丼は牛肉を糸こんにゃく，

玉ねぎを甘辛く煮ています．具とご飯は別々

に配膳しますが，食べる時はご飯にかけて食

べましょう． 

・「兵庫県の食材を食べて応援しよう」とい

う企画が素晴らしいと思った． 

・牛肉は脂身が少なかったのに予想以上にや 
わらかくて，とても美味しかった．他の野菜 

類も味がしみていて美味しかった．そして， 
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このように生徒たちは兵庫県の生産業者から無

償で提供を受けた食材が入った料理を味わい，そ

のおいしさと魅力を存分に感じることができた．

兵庫県の食材は和牛（合計 4 回）以外に，地鶏，

鰰，真鯛，真蛸，焼き海苔，味付け海苔（各１回）

を取り入れさせていただいた．この貴重な経験が

兵庫県の食文化や食材の理解を深めるとともに兵

庫県を誇りに思う気持ちにつながると考える． 

４）食文化 ～魚料理について～ 

①魚の嗜好性 

国民健康・栄養調査（厚生労働省，2018）によ

ると，20 歳代はそれ以上の世代より魚を食べる量

が少ないことが明らかになっている．また，農林

中央金庫（2017）が高校生に行った調査では，嫌

いな食べ物の 3 位に魚があがっている．夕飯によ

く出るおかずとして焼き魚や煮魚はあるが，いず

れも５年前の調査より約５％減少している．この

ように，魚は若い世代の食習慣や嗜好には受け入

れにくい食材であると言える． 

昨年（2019）度末に生徒による給食ふりかえり

を行った．その結果，献立の感想(自由記述)では，

「魚料理が多い」「もっと肉料理を出してほしい」

と言う声が約 10％出ている．その一方で，これま

での給食試食会の保護者アンケートでは「家では

食べないが，給食では魚を食べている」「魚料理

が美味しいと言っている」「家では魚料理をあま

り出さないので給食で多く出るのはありがたい」

という意見が一定数あった．魚料理に対する保護

者の期待は高いが，保護者と生徒の思いにズレが

生じている． 

②魚を取り入れた献立 

魚料理を積極的に献立に取り入れる理由は２つ

ある．１つ目は魚に親しみ，魚に含まれる栄養素

や栄養素の働きを理解することや魚の美味しさに

気づいてほしいからである．魚のにおいや口の中

での感触が苦手の原因（山本ら，2004）とされる

が，実際に給食で食べてその美味しさを実感して

ほしいと考えている． 

２つ目は日本の食文化として魚を食することを

大切にしてほしいという思いからである．日本人

は昔から魚を食し貴重な栄養源としてきた（水産

庁）魚は種類が多様で様々な調理法や乾燥，発酵

食品などの加工品があり，頭，骨，内臓も活用し

てきた．給食で様々な魚料理を食べる経験は日本

の食文化を理解することにつながり，将来にわた

り食べ続けることができるのではないかと考えて

いる．  

９月の献立に「鮎の塩焼き」を出した．献立の

ねらいは，「一尾の魚を箸で上手に食べる」こと

とした．さらに旬の鮎のおいしさを味わって食べ

てほしいと考えた．魚を箸で食べることや旬の魚

を食べることは昔から大切にしてきた日本の食文

化である．前日に翌日は給食に一尾の鮎が出るこ

と，戸惑わずに食べることができるように，食べ

方を事前に調べてくるように伝えた．その際，食

べ方が理解できていないと（身と骨を分けること

ができないと）食べにくさや残量につながること

も伝えている．当日，鮎を食べた後の生徒の声は

「身が甘くてとても美味しかった」「頭は苦かった

けれど身は美味しかった」と概ね味は好評だった．

食器返却時の皿の上を見ると，鮎を丸ごと食べて

いる生徒は１クラスに 2～3 人はおり，身から骨を

外して頭と骨だけを残して食べている生徒が半数

以上いた．事前に調べてきたことを活かすことが

できた生徒が多かった．その一方で身と骨が混ざ

り，身が崩れて十分に食べきれないまま残す生徒

もいた． 

③魚の食べ方調査 

その後，その日の食育課題では，自分の食べ方

を google form によるアンケートで振り返らせた．

質問項目は，➀ 「箸を使って上手に食べることが

できたか」，② 「➀でそう思う理由（成果もしく

は課題を踏まえる）」，③ 「次に一尾の魚を食べ

る時は何に気をつけるか」である．以下，結果を

紹介する． 

ご飯とつゆがうまく混ざり合って牛肉のおいし

さを存分に味わえた． 

・コロナ禍で経営不振や大変でいらっしゃるの

に，無償で提供してくださった業者の方に感謝

の気持ちを伝えたい． 
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① 「箸を使って上手に食べることができたか」

は，「はい」が 51.8%，「いいえ」が 14.3%，「ど

ちらでもない」が 33.9%だった．「はい」と答え

た生徒の理由は，「家では文章だけではなく動画

で学びました．実際に食べてみると骨が全部抜け

て残りはそのまま食べることができたからです．

初めてだったのですが，とても簡単にできました．」 

「背骨を折らずにきれいに取れたから．また，身を

できる限り全て食べることができたから．すだち

もかけて，日本の食文化を堪能できたから．目，

内臓，皮も食べ，魚全体の味を楽しめたから．」

などがあり，事前に鮎の食べ方を調べて理解した

上で食べたことがうかがえる．①で「いいえ」と

答えた生徒は，「頭から骨を引き出すことが上手

くいかず，ぐちゃぐちゃになってしまった．」「調

べたときに，文章では覚えていたが，それを実際

に行動にしてみるとなると，うまくいかないとこ

ろがあったから．」などがあった．「いいえ」と

答えた生徒の中には事前に食べ方を調べたものの

当日忘れていたり，箸で思うように骨がとれなか

ったりした様子もあり，一尾の魚を箸で食べるこ

との難しさを体感した様子がうかがえる． 
③「次に一尾の魚を食べる時何に気をつけるか」

については，「一つ一つの動作を丁寧にすること

や，動作の意味を考えながら食べ，隅々まで綺麗

に食べることに気をつけたいと思います．」「は

じめに魚にお箸を入れる位置や，身の取り出し方

に気をつけて食べようと思います．なぜなら，食

べ始めたときに食べやすいところでだけ先に取っ

ていってしまうと，今回のように最後に食べにく

くなってしまうので魚の食べ始めが重要です」と

記述されていた． 

 その後，10 月に鯵の開き干し（一尾，体長 22

㎝位）を出した．多くの生徒が大きな鯵を食べる

のに手間取っている中，鯵を早くに食べ終えてい

る生徒がいた．家での一尾の魚の食事頻度をたず

 
図１ 食育だより 
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で学びました．実際に食べてみると骨が全部抜け

て残りはそのまま食べることができたからです．

初めてだったのですが，とても簡単にできました．」 

「背骨を折らずにきれいに取れたから．また，身を

できる限り全て食べることができたから．すだち

もかけて，日本の食文化を堪能できたから．目，

内臓，皮も食べ，魚全体の味を楽しめたから．」

などがあり，事前に鮎の食べ方を調べて理解した

上で食べたことがうかがえる．①で「いいえ」と

答えた生徒は，「頭から骨を引き出すことが上手

くいかず，ぐちゃぐちゃになってしまった．」「調

べたときに，文章では覚えていたが，それを実際

に行動にしてみるとなると，うまくいかないとこ

ろがあったから．」などがあった．「いいえ」と

答えた生徒の中には事前に食べ方を調べたものの

当日忘れていたり，箸で思うように骨がとれなか

ったりした様子もあり，一尾の魚を箸で食べるこ

との難しさを体感した様子がうかがえる． 
③「次に一尾の魚を食べる時何に気をつけるか」

については，「一つ一つの動作を丁寧にすること

や，動作の意味を考えながら食べ，隅々まで綺麗

に食べることに気をつけたいと思います．」「は

じめに魚にお箸を入れる位置や，身の取り出し方

に気をつけて食べようと思います．なぜなら，食

べ始めたときに食べやすいところでだけ先に取っ

ていってしまうと，今回のように最後に食べにく

くなってしまうので魚の食べ始めが重要です」と

記述されていた． 

 その後，10 月に鯵の開き干し（一尾，体長 22

㎝位）を出した．多くの生徒が大きな鯵を食べる

のに手間取っている中，鯵を早くに食べ終えてい

る生徒がいた．家での一尾の魚の食事頻度をたず

 
図１ 食育だより 
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ねると「あまり食べない．」と話した．鯵を上手

に食べていることを伝えると「前に鮎が出た時は

上手に食べることができなかったので，鯵の食べ

方を調べては上手に食べたいと思った．」とのこ

とで，以前の経験を踏まえて実践した生徒もいた．

悔しさから端を発した行動ではあるが，箸の使い

方をもう一度調べて，当日実践して食べきれたこ

とは，今後の一尾の魚の食べ方の自信と継続につ

ながると考える． 

また，その後，食育だより（図１）と一緒に食

育の課題を出した．日本の食文化と魚について着

目させるために「日本の食文化と魚（魚料理）の

かかわりについて」歴史，食べ方，栄養等の観点

を自分で決めて，ワークシートを提出させた．（図

２） 

栄養や健康の学習が魚の嗜好改善につながる

（松本，2012）ことから，今後も継続して給食時間

を中心に指導したいと考えている． 

日本の食文化として魚を食することを理解し，

一尾の魚を箸で食べること，魚料理を次世代へ引

き継ぐことを目指し今後も積極的に献立に出す予

定である． 

５）献立アンケート 

喫食中の生徒との会話が皆無となり献立につい

てどのような感想を持っているかが分からないた

めに Google form でアンケートを作成した．これ

は給食開始から３か月後の 10 月中旬に実施した．

回答者 110 名（回収率 91.6％）のうち，献立の感

想（自由記述）を，回答者が多い順（上位 5 位ま

で）に述べる．おいしい 50 名(45％)，栄養バラン

スが良い 14 名（15.4％），色々なことが学べる 13

名（11.8％），これまで食べたことがない食材や

料理が出ている 12 名（10.9％）であった．これ以

外にも様々な意見が出た．「今まで食べたことが

ない料理がたくさんあり，手間をかけて作って下

さっていることがわかった．」「いい意味で大人

の献立で，おいしい．」「特別な料理は出ない．

献立の意味を考えながら食べている．」「春学期

は食育リーダーだったので，献立は非常に考えて

作られているのが分かった．」などの意見があっ

た． 

現状は魚や和え物など和食の献立の割合が高く，

「彩がない」「味が薄い」「同じような料理が出る」

などの意見もあり，生徒の嗜好や思いに添わない

こともある．これらの結果を生徒に示しながら，

様々な料理を給食に出す意味や献立のねらいを伝

えている．生徒の嗜好を考慮し献立をさらに工夫

し，楽しみながら食べつつ自身の健康増進に意識

が向くように取り組みたい． 

６）講話 

給食時間に食の重要性や心身の発達に関わるこ

とを理解し，望ましい食習慣を実践できることを

目的に講話を行っている．講話の内容は栄養バラ

ンス，食事マナー，給食の残食率，アンケート結

果などである．1日に 1クラスずつ，給食開始直後

に，3~4 分と短時間で設定している．必要な内容を

分かりやすく伝えるためパワーポイントで資料を

作り，食に関しての理解を深めるようにしている．

図２ ワークシート 

 

図２ワークシート 日本の食文化と魚のかかわりについて 

図３ 1 年生へ講話 
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表１が，ある期間の 1 年生の講話内容である 

  

表１ 食に関する指導計画（1 年生） 

月日 教室 テーマ ねらい 

9/7 １ 栄養バラン

スのとれた

食事 

一食で主食，主菜，副菜が揃

った食事を理解できる 9/8 ２ 

9/9 ３ 

9/14 選択 

9/15 １ 食事マナー

について 

楽しく食事をするには一緒

に食事をする人へ配慮が欠

かせないことを理解できる． 

9/16 ２ 

9/23 ３ 

10/14 １ 日本の食文

化について 

和食の特徴を理解できる（米

が主食，だしを用いた料理，

旬の食材を用いた料理） 

10/19 ２ 

10/20 ３ 

10/26 １ おいしさっ

て何？ 

美味しさを構成する要素を

理解できる．（情報，生理的

欲求，うまみなど） 

10/27 ２ 

10/28 ３ 

 また，給食時間の講話は栄養教諭だけではなく

養護教諭と連携しながら行っている．12 月に養護

教諭より「飛沫感染と感染予防」というテーマで

新型コロナウイス感染拡大防止のための講話をし

ていただいた．感染拡大が懸念されていた時期だ

ったため，生徒の関心も高く，しっかり聞き取り，

その後の手洗いや最小限の会話での当番活動に活

かすことができた． 

 

Ⅲ 食育リーダ－の活動 

 

本校では教科ごとに教科リーダを設けている．

教科リーダーはその教科の授業の最初に 5 分間を

教師から授業の権限移譲をされ，リーダー学習を

行っている．食育（給食）でも同様に，給食時間

の最初に食育リーダーが考えた問題をクラスメー

トが答える学習時間にしている．リーダー学習に

より子ども同士が学び合い，食の興味関心を高め

たり，新たな知識を獲得したり，理科や家庭科な

どの復習を兼ねた教科等の学びを深めたりするこ

とができている． 

前述の献立アンケート（自由記述）には「食育

リーダーのⅬ学が楽しい」「Ⅼ学で食のいろいろ

な知識を身に付けることができる」「食の理解が

深まった」などの意見もあり，Ⅼ学への期待が高

く，リーダーたちはやりがいを感じている． 

さらに今年度は各クラスの食育リーダーが工夫

を凝らしてⅬ学を行っていることがうかがえた．

１年のあるクラスでは，鮎の塩焼きが出た日に食

育リーダーが一尾の鮎の食べ方のプリントを作り，

各クラスに配っていた．別のクラスの食育リーダ

ーは毎日必ず，献立に使用している食材を栄養 3

色に分ける（食材に含まれている主な栄養素によ

り，食材を黄，赤，緑に分ける）問題を１つは出

して，食材の栄養の意識づけを図っている．また，

２年生のあるクラスではその日の一食の栄養価を

提示して意識づけを図っている．また別のクラス

のリーダーは，Ⅼ学で問題を作るだけでなく，そ

の日の献立のねらいからパワーポイント資料を作

り，プレゼンをしている．（図４） 

これらはいずれも食育リーダーの自発的な行動 

で，生徒の「やってみたい」という思いを尊重す

るようにしている． 

このように食育リーダーを中心とした５分間の

自治の時間は，リーダーを育てるだけでなく給食

時間が豊かで食への理解が深まる時間となってい

る．（本文を執筆している 2 月 15 日現在，40 分授

業が継続しているため，L 学は休止している） 

 

Ⅳ 調査方法 

 

１ 調査目的 

生徒の行動変容を促して健康行動を定着させる

 

図４ 食育リーダーの L 学 
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ためには，早期に健康教育等を通じた介入をする

必要がある．そこで，毎年１年生を対象に質問紙

調査を実施し，生活習慣や心身の健康に関わる実

態を明らかにすることにした．この調査結果から

明らかになった課題に焦点をあて，各教科・領域

における教育カリキュラムを検討することを目的

とした． 

２ 調査の概要 

調査は保護者の関わりが比較的強い時期にある

１年生を対象に実施した．また，健康習慣を確立

するためには，保護者との連携や支援的な家庭環

境づくりが不可欠であることから，保護者を対象

とした調査も併せて実施した． 
今年度は，2020 年 10 月５日～10 月 11 日(計 10

日間)に，１年生 120 名の生徒(男子 60 名，女子 60

名)及びその保護者120名を対象に生活習慣に関す

る質問紙調査を実施した．質問紙は学級活動時間

内において一斉配布し，調査の協力が得られた者

のみ家庭にて記述し，期日までの提出を求めるこ

とで回収した． 

倫理的配慮については，本調査の目的や自由意

思による調査であることを文書にて説明し，回答

拒否を意思表示できる欄を設けるとともに，本調

査は研究以外の目的には使用しないことを説明し

た． 
回収部数について，生徒の調査では 108 部(回収

率 90.0%)であった．回答者の内訳は男子 51 名

(47.2%)，女子 57 名(52.8%)であり，平均年齢は

12.58 歳(標準偏差±0.49)であった．保護者では

108 部(90.0%)の回収があった．そのうち，親子間

の対応がみられるものは 71 組(59.2%)であった． 

３ 調査項目の内容 

 家庭の食生活，特に保護者の食生活が子どもの

食生活に影響を与える（春木ら，2005）ため，家

庭の食生活から生徒の食習慣および食行動を分析

した． 

保護者の尺度には，「家庭の食生活」，生徒に

は「食習慣」と「朝食の内容」を用いた．「家庭

の食生活」および「食習慣」「朝食の内容」につ

いて分析する 
１）「家庭の食生活」の尺度 

「家庭での食生活」は，先行研究（加藤ら，2016）

を一部参考に，健康行動を専門とする大学教員と

栄養教諭が協議して作成した．保護者から見た子

どもの食に関する態度や保護者自身の態度・関心

を問うもので 16 項目の回答を求めた.回答はあて

はまる（３点）から当てはまらない（０点）まで

とした．ただし，朝食の共食回数は答えた回数を

そのまま点数とした．点数が高いほど家庭での食

生活が良好といえる． 
２）「食習慣」の尺度 

食習慣は，高山他(2012)が開発した青年期学生

の食行動尺度に基づき相撲ら(2015)が作成した尺

度を用いた．本尺度は「間食習慣」，「早食い」，

「高カロリー嗜好」，「即席料理」，「栄養バラ

ンス」の５つの下位尺度で構成されている．質問

は 12 項目あり，「全くそうでない」(１点)，「ほ

とんどそうではない」(２点)，「ときどきそうで

ある」(３点)，「しばしばそうである」(４点)，「い

つもそうである」(５点)の５件法で回答を得た．

３）「朝食の内容」の尺度 
「朝食の内容」については，春木他 (2007)の評

価方法を参考に一部改良したものを用いた．評価

方法は，朝食内容に書かれていた料理を分類し，

主食，主菜，副菜，汁物は各１点，牛乳もしくは

ヨーグルト１点(同時に摂取していても１点)，果

物１点とした．油の多い料理の組み合わせは－１

点，欠食は０点とし，点数化した．合計点数は０

～5 点の範囲で，点数が高いほど栄養バランスが整

っていることを示している． 
４）分析方法 

各質問項目については単純集計によって傾向を

みるとともに，記述統計によって各領域の基礎デ

ータを確認した．項目間の相関性の強さと変数間

の有意差をPearsonの相関分析によって確認した．

分析ソフトは IBM の SPSS Ver16.0 を使用し，統計

上の有意水準は５％とした．さらに，生徒に対す

る「朝食内容」は料理の区分から栄養バランスを

みた．保護者に対する「食生活」の自由記述回答

については，KHCorder を用いた共起ネットワーク

より中心となっている頻出語を抽出して視覚化し

た． 
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５）調査結果 

①「家庭の食生活」および「食習慣」と「朝食の

内容」の関連．（表２） 

「朝食回数（大人）」は子どもの「朝食回数」

「栄養バランス」と正の関連がみられた．「バラ

ンスのとれた食事作り」は「朝食の内容」および

「栄養バランス」と正の関連がみられた．さらに，

「朝食定刻」は子どもの「朝食回数」と正の関連

がみられた．「食事の話をする」は，「間食」と

負の関連，「栄養バランス」と正の関連がみられ

た．そして，「子どもの食生活で気になることが

ある」は「間食」「即席」に正の関連が見られた．

しかし，「夕食定刻」「朝食の共食回数」「朝食

を誰と食べる」「献立表を見る」「食の便りを見

る」「給食の献立の話をする」に関しては子ども

の食習慣とはいずれとも関連が見られなかった． 

① 朝食の内容 

調査日の朝食の内容を自由記述にて回答を求め

た．その内容を料理の種類で区分した．パン，ご

飯などは主食，目玉焼きや焼き魚などは主菜，サ

ラダやみそ汁などは副菜とした．結果は，主食，

主菜，副菜が揃った朝食を食べている者の割合は

27 名（25.0％），主食のみ 23 名（21.3％），主食

と主菜９名（8.3％）主食と副菜９名（8.3％）が

多く，また，欠食は 10 名（9.3％）だった．多く

の生徒は栄養バランスを考慮した朝食を摂ること

ができない現状が明らかになった．  

③ 保護者の子どもの食生活で気になる点 

保護者に「子どもの食生活で気になる点」につ

いて自由記述にて回答を求めたところ，「ある」

と回答した人は 56 名(53.9％)であった．保護者の

記述内容を KH Coder の共起ネットワーク【サブグ

ラフ検出（中心性媒介）】を用いて分析した．中

心となる言葉と円の大きさと円を結ぶ線の太さ

（強さ）から，連想される内容を読み取った． 

その内容は「肉が多い」「野菜が苦手」「好 
き嫌いが多い」「成長に必要な栄養バランスが足

りているか気になる」などを懸念されている様子

がうかがえる結果であった(図５) 

6）考察 

本調査の結果から，保護者の食生活と子どもの

食生活との関連をみた．保護者が朝食を食べる，

食事時間を定刻にするなど規則正しい食事をする

ことは，子どもの朝食摂取回数や栄養バランスの

とれた食事に影響を及ぼしていることが明らかに

なった．また，親子で食事の話をすることが間食

 

平均値 標準偏差

朝食回数（親） .631 .061 ー .128 .105 ー .030 ー .164 .314
✼✼

3.83 .58

バランスのとれた
食事作り

ー .002 .295
✼　

ー .113 .125 ー .063 .106 .260
✼✼

3.30 .57

朝食摂取定刻 .484
✼　

.057 .179 .098 .107 ー .063 .195 3.49 .89

夕食摂取定刻 .202 .044 ー .006 ー .036 ー .006 ー .110 .071 3.35 .89

朝食の共食回数 .087 .011 .055 .270
✼　

.068 ー .001 .064 4.38 2.42

朝食を誰と食べる ー .095 .067 ー .089 ー .090 .066 .131 ー .310 2.74 1.65

献立表を見る .076 ー .035 ー .153 ー .021 .010 .045 .063 2.69 .91

食の便りを見る .110 .126 ー .087 ー .046 .053 .164 ー .045 2.52 .92

食事の話をする .131 .031 ー .239
✼　

.215 ー .039 .044 .343
✼✼

3.08 .89

給食の献立の話を
する

.102 ー .126 ー .191 ー .001 .063 .087 .111 2.71 .98

子どもの食生活で
気になることがあ
る

.649 .018 .265

✼　

ー .097 .171 .247

✼　

ー .135 1.80 .89

平均値 3.86 2.19 3.04 2.51 2.83 2.40 3.60

標準偏差 .59 1.20 1.00 1.09 .79 .83 .88

✼:P＜0.05　　✼✼：P＜0.01

表2　　朝食および食習慣と家庭の食生活との相関（n＝71）

食習慣

家
庭
の
食
生
活

朝食

高カロリー回数 内容 栄養バランス即席間食 早食い
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をしないことそして子どもの栄養バランスのとれ

た食事をすることにつながる．保護者がバランス

のとれた食事作りをすることにより，子どもの朝

食の内容や食事の栄養バランスが良くなることが

明らかになった． 

複数の先行研究では食事時間が決まっているこ

とや共食が行われている家庭の子どもは，そうで

ない家庭に比べて食に対しての知識，意識や態度

が良好であり，望ましい食事内容や食事態度であ

ることが明らかになっている（松本，2000 春木

ら，2005）．家庭の食環境は望ましい食習慣の形

成に重要であると言われている（文部科学省，

2011）．つまり，家庭の食環境が整うことで子ど

もの望ましい食行動につながる． 

福島ら（2012）の保護者への調査では，家庭で 

実践している食育で最も多かったのは「朝食を

食べる」であったが，2015 年の朝食欠食率は小学

生で 4.4％，中学生で 6.6％となっている（文部科

学省，2015）．また，朝食摂取を促すとともに，

90％以上の人々に対しては朝食の内容に着目する

ことも大切になってくる（古橋ら，2006）. さら

に，田中ら（2015）の調査では，青年期の朝食摂

取に関わったのは学童期の規則正しい食事（3食決

まった時間にとる，毎日朝食を食べる）だったこ

とを示している．つまり，学童期に規則正しい食

事を行うことが，今後の朝食摂取や望ましい食習

慣につながる． 

中学生の食行動や意識と関わる要因として，家

族と一緒に食事をすることや食事作りの手伝いな

どがあるのは，保護者，特に母親の積極性を示し

ている（松本，2000）．そして，今後，バランス

の良い朝食摂取の習慣化を図るために子どもたち

への食育に加えて家庭への働きかけが必要になる

（赤松，2008）．今回の結果からは保護者の朝食

摂取，バランスの良い食事作り，食事の話をする

など親の態度が良好な家庭は栄養バランスがとれ

た食事を摂取しており，先行研究を支持する結果

となった． 

 

Ⅳ まとめ 

 

 今年度は昨年度までとは異なる給食時間や食に

関する指導となった．これまで以上に食と向き合

い，献立のねらいや料理の特徴，食材の栄養など

を考えながら食べることに集中する生徒が多かっ

た．さらに，魚を食べることと食文化のつながり

を考えることを通して，魚に含まれている栄養素

や健康との関わりに着目することができた．また，

栄養教諭の講話からは自己の課題と向き合い，改

善に向けた意識づけができたと考える．食育リー

ダーの創意工夫されたⅬ学の時間は楽しみながら

食の理解が深まる時間となった． 

ICT(G Stuiet for Education)のアプリ google class-

room の機能を使い，google form でアンケートや食

育課題を作成した．学年生徒へ一斉送信，自動回

収，番号を選んで回答したものは自動集計され，

記述内容もそのまま記録されるなどの利便性が高

い．しかし，生徒の手元に記録は残らないため，

生徒自身の課題や重要事項を抽出し，課題の認識

や課題改善に向けた意欲を持たせ，行動変容につ

ながるフィードバックをすることが大切となる． 

今回，生徒と保護者を対象に調査を行い，朝食

の欠食や栄養バランスが整わない朝食が多い実態

が明らかになった．また，家庭の食生活と生徒の

食習慣および朝食の栄養バランスの関連が明らか

になった．保護者の食に対する態度や規則正しい

食事が子どもの食習慣を整えることから，家庭と

の連携が必要になる．また，健康な食生活を送る

動機づけの分析より（本文では未記載），5つの下

 

図５共起ネットワーク 保護者が気になる子どもの食の課題 
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今後の課題として，生徒の食の課題は明らかに

できたが，その一方で改善に向けた働きかけが不

十分だった．次年度は改善に向けた行動目標の設

定，実践行動に移す手立てを取入れた食に関する

指導を計画したい． 
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位尺度の中で「同一化」の平均値が一番高かった．

「同一化」は行動することが自分にとって価値ある

ことだと受け入れ内在化されている状態の動機づ

け（加藤他，2013)で，「食の重要性」を理解して

いる生徒が多いと言える．しかし家庭の食生活で

は保護者が食を整える他律的な環境にいる中では，

保護者の食生活の影響を受けるため自らが健康的

な食生活を実践することは難しい．主体的に食を

実践するための手立てが必要となる． 

今後の課題として，生徒の食の課題は明らかに

できたが，その一方で改善に向けた働きかけが不

十分だった．次年度は改善に向けた行動目標の設

定，実践行動に移す手立てを取入れた食に関する

指導を計画したい． 
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